
東京 P2M 研究部会運営規約 

第１章 総則 

（名称） 

第１条 本会は、『東京Ｐ２Ｍ研究部会』と称する。 

 

（本部及び他の地域研究部会との連携） 

第２条 本会は、PMAJ 本部 の『地域担当部会』及び他の地域 P2M 研究部会と連携を密に 

      して運営を行う。 

   

  第２章 活動目的 

   （P2M 研究部会のミッション） 

   第３条 ＰＭＡＪのｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞであるＰ２Ｍを基軸として、Ｐ２Ｍの、企業・団体経営、事業部運営、 

        プロジェクト運営への適用、Ｐ２Ｍの特定領域に関する掘り下げた研究および、Ｐ２Ｍ活用 

     事例の収集などを行うことにより、会員間交流を深め、Ｐ２M 普及や改善への提言を行う。 

 

（東京 P2M 研究部会の目的） 

第４条 関東地区に在住するＰＭＡJ 会員が P2M 理念の理解を異文化交流を通じて深め、 

具体的な実践事例として集積し広く活用を図るとともに、研究部会会員の P2M 知識レベ

ルの底上げを図る。 

   ２ 研究部会会員が享受できる利点 

１） 多様な人材とのネットワークを形成できる。 

２） 自己啓発や気づき及び新たな発想の芽生えにつながる。 

 

第３章 研究部会会員 

（研究部会会員資格） 

第５条 研究部会会員は原則、ＰＭＡＪ会員資格を有するものとする。但し、アドバイザーなど、 

     研究部会として特別依頼された方は、例外とする。 

     又、会員の推薦で、これからＰＭＡＪ会員になる意思のある方、あるいは P2M 資格取得を 

     目指す方の参加も了とする。 

 

（入会手続き） 

第６条 研究部会会員として入会しようとするものは氏名、職業等を本会代表者に連絡し、所定 

     の申込用紙を提示する（別紙１「東京Ｐ２Ｍ研究部会・入会申込書」参照）。 

 

（入会承認の手続き） 

第７条 本部会代表者は入会申込者が第３条に定める研究会のミッションや第４条に定める 

     研究部会の目的を理解していると認めるときは、幹事会の承認を経て、入会を認め、 

     入会申込者に対し、これを通知する。 但し、ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ参加は自由とする。 

（退会） 

第８条 会員が、本部会を退会しようとする場合は、本部会代表者に、その旨を伝えて任意に 



     退会することができる。 

 

（研究会会員の資格停止） 

第９条 本部会会員が次のいずれかに該当するときは、幹事会の決議（原則３分の２）を経て 

     これを除名することができる。 

（１） 本部会の運営規則に違反したとき 

（２） 本部会の名誉を毀損したり、目的に反する行為をしたとき 

 

第４章 運営の基本及び運営体制 

 

（代表幹事と副幹事） 

第１０条 本部会の代表者として幹事を 1 名、補佐役の副幹事を複数名おくこととし、 

任期は原則 2 年で再任は妨げないものとする。幹事会の合意で選出するものとする。 

 

（幹事会と幹事会メンバー及び分科会リーダ） 

第１１条 幹事会は幹事、副幹事を中心に構成する。 

      幹事は、幹事会で承認を得る。 

      分科会リーダはテーマごとの分科会メンバーの推薦により、幹事が承認する。 

      副幹事と分科会リーダあるいは幹事と分科会リーダの兼務は了とする。 

   ２  幹事会は重要事項の審議を行うために、幹事が適宜招集する。 

（１） テーマの選定審議 

（２） 幹事、分科会リーダの認定 

（３） 会員の入会、退会 

（４） その他、緊急重要事項の決定 

    

（アドバイザー） 

第１２条 各分科会テーマの有識者に、アドバイザーを委嘱することができる。 

アドバイザーは分科会リーダが指名し、幹事の了解を得て、幹事会に報告する。 

 

（顧問） 

第１３条 本部会には顧問を複数名置くことができる。顧問は主としてと研究部会の功労者に 

お願いし本部会運営についての助言を得る。顧問は幹事が選定し、幹事会の承認を 

得る。 

 

（研究部会の運営） 

第１４条 本部会会員が一同に介した全体会議を、四半期ごとに開催する。全体会議は幹事 

が主催し、次の事項について報告する。 

１） ＰＭＡＪ本部、各地域の活動状況 

２） 各分科会の活動状況 

３） Ｐ２Ｍに関連する最新情報 

また年度末には、年度成果を報告する最終報告会を開催する。 



 

（分科会テーマ設定と年度計画） 

第１５条 本部会の年度は原則４月から翌年３月までとし、分科会テーマの設定を行う。 

      分科会テーマは年度初めに新たなテーマを公募し、研究部会で審査し、決定する。 

      各分科会リーダは、年度の活動計画をつくり、第 1 回全体会議で報告する。 

      テーマは継続でもよいが、年度毎の成果報告書を作成する。 

 

（分科会活動） 

第１６条 本部会のテーマ毎の活動は分科会活動とする。分科会活動は毎月の開催を基本 

      とする。 

１）各分科会は、分科会リーダ中心に自主運営とする。 

２）各分科会は、全体会議で進捗を報告するとともに、他分科会との交流を図る。 

 

（報告書まとめと広報） 

第１７条 最終報告会の資料に基づき、幹事会が認定した分科会は成果報告書をまとめる。 

成果報告書は製本化し、広報活動と、P2M 普及啓蒙に貢献する。 

                                           以上 


